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２月診療分から縦覧点検２月診療分から縦覧点検

　

こ
う
寒
い
日

が
続
く
と
、
も

と
大
病
人
の
妻

は
昼
食
に
出
か

け
る
の
も
辛
い
ら
し
く
「
出

前
で
も
取
ろ
う
か
」と
言
う
。

行
き
付
け
の
中
華
料
理
店
で

は
、
単
車
で
出
前
し
て
い
る

の
を
常
々
見
か
け
て
い
る
。

　

「
あ
ほ
言
う
な
。
出
前
す

る
人
は
寒
な
い
ん
か
、
自
己

中
や
」
と
偉
そ
う
に
た
し
な

め
た
ま
で
は
良
か
っ
た
が
、

「
金
払
う
方
が
殿
様
で
、
自

分
の
便
利
を
優
先
し
て
他
人

の
辛
さ
を
想
像
で
き
ぬ
東
京

の
人
間
み
た
い
や
」
と
は
余

分
だ
っ
た
。「
大
阪
の
人
は

思
い
や
り
が
あ
っ
て
、
東
京

人
は
悪
ば
っ
か
り
か
、
そ
り

ゃ
差
別
や
偏
見
や
」
と
逆
襲

を
受
け
る
羽
目
に
な
っ
た
。

　

巨
人
と
中
央
の
キ
ャ
リ
ア

官
吏
が
嫌
い
な
だ
け
で
、
東

京
人
に
悪
意
も
偏
見
も
な
い

か
ら
、
誰
に
も
謝
る
気
は
な

い
が
、
東
京
人
か
て
大
阪
人

に
偏
見
を
持
つ
の
が
い
る
。

夏
目
漱
石
の
『
坊
ち
ゃ
ん
』

の
頃
は
、
箱
根
か
ら
西
に
は

お
化
け
が
住
む
と
の
言
い
伝

え
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

新
幹
線
で
東
京
が
近
く
な

っ
た
と
思
っ
た
ら
、
今
度
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
で

東
京
人
と
面
接
す
る
機
会
も

必
要
性
も
減
っ
て
し
ま
っ

た
。

　協会の社保担当事務局員は、
４月中旬まで改定書籍『歯科保
険診療の研究』『要点と解説』
の製作業務で事務所を離れま
す。お問い合わせは出先から折
り返しの対応となります。

おことわり

会員の弔慰について

管理部

　大阪府歯科保険医協会は会員を
対象に、社会慣習に従った弔慰を
おこなっています。ご本人の死亡
や家族（１親等）の死亡、診療所
または自宅が火災・水害の被害に
あわれた時は、速やかに協会事務
局までご連絡ください。

速やかに協会事務局まで

基金、電子請求の審査を強化
　

政
府
・
厚
労
省
の
医
療
費
抑
制
政
策
を
背
景
に
、
保
険
医
療
機
関
へ
の
審
査
・
指

導
が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
最
新
動
向
を
社
保
研
究
部
が
解
説
す
る
。
１
回
目

は
、
電
子
請
求
の
医
療
機
関
を
対
象
に
し
た
突
合
・
縦
覧
点
検
と
レ
セ
プ
ト
へ
の
算

定
日
記
載
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
次
回
は
、
近
畿
厚
生
局
へ
の
情
報
開
示
請
求
で
明

ら
か
に
な
っ
た
指
導
内
容
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

　

電
子
請
求
に
よ
る
レ
セ
プ

ト
を
対
象
に
、
社
会
保
険
診

療
報
酬
支
払
基
金
の
突
合
点

突
合
点
検

　

突
合
点
検
は
、
処
方
せ
ん
を
発
行
し
て
い
る
レ
セ
プ
ト
に

つ
い
て
、
同
一
患
者
の
同
月
内
分
を
医
療
機
関
と
調
剤
薬
局

と
で
照
ら
し
合
わ
せ
、
病
名
漏
れ
や
適
用
外
使
用
が
な
い
か

な
ど
を
調
べ
る
。

縦
覧
点
検

　

縦
覧
点
検
は
、
同
一
の
医

療
機
関
の
同
一
患
者
に
関
す

る
レ
セ
プ
ト
を
複
数
月
に
わ

た
っ
て
照
合
す
る
審
査
。
歯

周
治
療
か
ら
補
綴
へ
の
移
行

や
歯
管
で
の
再
初
診
を
起
こ

す
日
数
の
点
検
な
ど
、
突
合

点
検
よ
り
影
響
が
大
き
い
。

る
こ
と
に
な
る
。

　

今
年
の
１
月
末
現
在
で
、

全
国
の
歯
科
医
療
機
関
の
43

　

協
会
は
２
０
１
２
年
度
診

療
報
酬
・
介
護
報
酬
改
定
に

伴
い
、
書
籍
『
２
０
１
２
年

改
定
の
要
点
と
解
説
』、『
歯

科
点
数
早
見
表
』、『
歯
科
保

険
診
療
の
研
究
』
を
順
次
発

行
し
、
会
員
に
届
け
る
。

　

『
２
０
１
２
年
改
定
の
要

点
と
解
説
』（
Ａ
４
判
）

は
、
今
改
定
の
変
更
内
容
を

中
心
に
解
説
し
、
新
点
数
説

明
会
で
は
こ
の
書
籍
を
テ
キ

ス
ト
に
説
明
す
る
。

　

『
歯
科
点
数
早
見
表
』

（
Ｂ
５
判
）
は
、
診
療
中
に

改
定
点
数
を
手
元
で
確
認
で

き
る
よ
う
に
コ
ン
パ
ク
ト
に

ま
と
め
、
一
覧
に
し
た
も

の
。
ブ
リ
ッ
ジ
の
保
険
適
用

一
覧
も
掲
載
す
る
。『
要
点

と
解
説
』
と
『
早
見
表
』

は
、
３
月
25
日
付
に
同
封
す

る
。

　

協
会
の
全
地
区
と
社
保
研

究
部
・
政
策
部
は
、
２
０
１

２
年
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬

改
定
地
区
説
明
会
の
日
程
を

決
め
た
。（
４
面
に
一
覧
）

　

今
改
定
の
説
明
会
は
、
３

月
20
日
に
御
堂
会
館
（
中
央

区
）
で
開
く
中
央
説
明
会
を

皮
切
り
に
、
４
月
21
日
ま
で

府
下
九
つ
の
会
場
で
開
く
。

　

各
説
明
会
と
も
、
参
加
費

は
会
員
無
料
、
会
員
院
所
の

未
入
会
勤
務
医
は
１
万
円
で

受
講
で
き
る
。
未
入
会
歯
科

医
師
は
参
加
で
き
な
い
。
協

会
は
個
人
会
員
制
の
組
織
の

た
め
、
院
長
代
理
で
の
参
加

は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

参
加
希
望
の
会
員
は
必
ず

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
予
約
せ
ず
に
会
場
に
お

越
し
の
場
合
、
入
場
を
お
断

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究

（
２
０
１
２
年
４
月
版
）』

（
Ａ
４
判
）
は
、
項
目
ご
と

に
解
説
と
症
例
を
掲
載
。
改

定
後
最
初
の
請
求
に
役
立
つ

よ
う
に
４
月
末
に
届
け
る
。

・
６
％
が
電
子
請
求
医
療
機

関
で
、
大
阪
は
36
・
２
％
に

な
っ
て
い
る
。

所
見
な
き
カ
ル
テ

提
出
と
同
一

　

突
合
点
検
・
縦
覧
点
検
と

連
動
し
て
、
今
年
の
４
月
診

療
分
か
ら
、
電
子
請
求
医
療

機
関
は
、
請
求
す
る
各
点
数

の
算
定
日
を
レ
セ
プ
ト
に
記

載
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
る
。

　

歯
科
で
は
、
歯
周
治
療
の

処
置
と
検
査
な
ど
一
連
の
治

療
の
流
れ
、
算
定
の
順
序
が

問
わ
れ
る
項
目
で
は
、
点
検

が
よ
り
一
層
厳
し
く
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

現
在
、
健
保
組
合
な
ど
が

患
者
に
領
収
証
と
の
突
合
を

奨
励
し
て
い
る
が
、
日
数
が

記
載
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

不
信
感
を
増
長
す
る
ツ
ー
ル

に
転
化
し
か
ね
な
い
危
険
性

を
は
ら
ん
で
い
る
。
何
よ

り
、
所
見
の
な
い
カ
ル
テ
提

出
と
同
じ
で
、
個
人
情
報
の

保
護
の
観
点
か
ら
問
題
が
多

い
。

　

レ
セ
プ
ト
へ
の
算
定
日
記

載
は
、
２
０
１
０
年
度
診
療

報
酬
改
定
で
、
12
年
４
月
か

ら
電
子
請
求
の
医
療
機
関
を

対
象
に
義
務
化
す
る
こ
と
を

決
め
て
い
た
。

　

「
保
険
で
良
い
歯
科
医

療
」
の
実
現
を
求
め
る
請
願

署
名
が
２
月
末
で
終
了
し
た

こ
と
を
受
け
、
協
会
は
署
名

結
果
と
お
礼
を
患
者
に
伝
え

る
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
た
。

今
号
に
同
封
し
、
会
員
に
届

け
る
。
ポ
ス
タ
ー
で
は
、
院

長
名
で
署
名
へ
の
協
力
の
お

礼
を
述
べ
、
①
受
診
時
定
額

負
担
②
70
〜
74
歳
の
窓
口
２

割
負
担
―
―
の
実
施
が
そ
れ

ぞ
れ
見
送
り
に
な
っ
た
成
果

を
報
告
し
て
い
る
。

検
・
縦
覧
点
検
が
、
３
月
審

査
（
２
月
診
療
分
）
か
ら
開

始
さ
れ
る
。
保
険
者
に
よ
る

突
合
・
縦
覧
点
検
も
同
時
に

始
ま
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
縦
覧
点
検
は

保
険
者
で
実
施
さ
れ
、
支
払

基
金
に
再
審
査
請
求
さ
れ
て

い
た
が
、
今
後
は
支
払
基
金

が
原
審
査
で
実
施
す
る
こ
と

で
、
よ
り
点
検
が
強
化
さ
れ

４
月
か
ら
算
定
日
記
載
義
務
化

署
名
お
礼
ポ
ス
タ
ー

今
号
に
同
封
、活
用
を

社保研究部

12
年
改
定
書
籍
を
順
次
発
行

地
区
説
明
会
を

９
カ
所
で
開
催

会
員
に
は
１
冊
無
料
で
送
付

一覧４面

　

未
入
会
員
の
先
生
に
、
こ
の
新
聞
を
お
送
り
す
る
に
際
し
、
近
畿
厚
生
局
・
各
種
名
簿
な
ど
で
情
報
を
取
得
し
ま
し
た
。「
郵
送
を
断
る
」
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
当
協
会
事
務
局
（
℡   

06-

６
５
６
８-

７
７
３
１
）
ま
で
。

Ｐ
Ｒ
増
刷
号

Ｐ
Ｒ
増
刷
号

今
号
は
大
阪
府
下
の
全
歯
科
開
業
医
の
先
生
方
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
協
会
に
ご
入
会

下
さ
い
。
ご
入
会
、
協
会
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
組
織
部
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

審査・指導
最前線

講
師
・
矢
谷
博
文
氏（
大
阪
大
学
大
学
院
教
授
）

診療報酬改定で適用拡大

４月に接着ブリッジ講習会
　2012年度診療報酬改定で接着ブリ
ッジの適応範囲が拡大されることを
受け、臨床学術部は４月22日の生涯
研修講座で「接着ブリッジ～最小限
の生体侵襲による効果的な少数歯欠
損補綴法」を開くことを決めた。講
師は矢谷博文氏（大阪大学大学院歯
学研究科教授）。（３面に抄録）
　改定では、これまで前歯部にしか
認められなかった接着ブリッジを臼
歯部まで拡大することが決まってい
る。
日時　４月22日（日）
　　　午前10時～午後１時
会場　Ｍ＆Ｄホール
会費　 会員３千円、会員院所未入会

勤務医１万円
定員　100人

上


